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発達障害児の遊び場面に おける

　　　　　　　　　　　　　　　　　 西村和代 ・山本淳一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （明星大学）

「自発」的行動の形成

　　　　　　　　　 【目的】

　自閉症 と診断された子供達の 問題行動として、自
分か ら環境に 働き か ける事が 出来な い こ とが挙げ ら

れる。彼 らの 日常場面に お い て は、大人がブ ロ ン ブ

トや指示 を多くの場面 で与える た め、そ れ ら を待つ

行動が強化 さ れ て い る こ とが 多い 。 い つ も他者か ら

の指示 ブ ロ ン ブ トに よ っ て行動する場合 は、自発

的に 行う行動を形成す る必要が ある 。

』

　今回 の研究は 、 他者か ら の指示やブ ロ ンブトで は

な く、環境の中の 既存の刺激に よっ て 「自発 的」 に

行動する こ とが 出来るように な る ための 訓練 の 効果
を 、 遊び場面を利用 して検証 したもの で あ る。

　　　　　　　　　　 【方法】

　《対象児》自閉症 と診断された S 児 （男、CA・ 12yer

　IOmo．MA；3yer4tmo）。 彼 は、こ れ ま で に 報告言語、

　言行一致訓練 などを受けた経験が あ っ た。言語行動
は徐 々 に 分化 して きて い る もの の 依然と し て エ コ ー

イ ッ ク が多 く、他者の指示 を待 っ て行動し、自発的
な他者へ の 働 きか けは ほ とん ど 見 られなか っ た 。

　《材料》　 B5 サ イ ズ の 模造紙に横書 きで、 「○○

先生」 と人物 の名前を書 い た カ ー
ド、 「OO をや ろ

う」 とこ れ ま でに セ ッ シ ョ ン で行 っ た こ との ある遊
び を書 い た カ ー

ド、セ ッ シ ョ ン 当日の 課題予定と休
み 時間を順番 に書 い た時閤割表、椅子、磁石、ホ ワ

イ トボ ード、記録表を用 い て行 っ た 。

　《ターグ ッ ト行．動｝

　 5 分間の休 み 時間に 対象児が、 「00 先生、○○
をや ろ う。 」 と トレーナー

を遊び に誘う言語行動を
ブ ロ ン ブ トや指示 な し に 行 う こ と とした。尚、休 み

時間 の 開始か ら初発反応 ま で の 潜時、 1 つ の遊び あ
終了 か ら次の 醗 ま で の 潜時が 平均 30 秒以内で あ

’

る こ とを規準 と し た。

｛マ テ リア ル 》

（人物＞ 1回 の休み時間 に 5 〜6 名の トレーナ ー
が

入室 した状況で訓練が 行われた。ト レー
ナーの 延 べ

人数は、男 8 名、女 10 名 の 計 18 名で あ っ た。
〈遊 び〉訓練 で使用 して い る、タッ クル、マ ッ ト、

大玉、相撲、パ ズ ル 、逆立ちの 6 種類が 遊びとして
用い られ た。

　｛室内の セ ッ テ ィ ン グ》

　 訓練は M 大学の 遊戯室を使用 して行われ た。訓練
で 使用 して い る遊具の 置かれた室内に 、 訓練者 （M

　T ）と、対象児 （C ）、 5 名の トレー
ナー、及び カ

メラマ ン が 入室 した。ベ ース ライ ン 期、ブ ロ ーブ テ

ス ト期は、対象児 と トレー
ナ
ー

の居る位置は指定さ

れて い なか っ た。

　《手続き》

　 先行訓練 として、訓練 の休み時閤に訓練者と対象

児が
一

緒 に遊ぶ こ とで、遊び の レパ ート リ
ー

の 形成

と、そ れぞれ の遊び に対応 した命名を行 っ た。また、
対象児が、訓練に 参加す る トレー

ナーの 名前を覚え

る こ とを行 っ た 。

・〈ベ ー
ス ライ ン 期＞

　 5名 の ト レー
ナーが 、在室して い る状態で、対象

児 に各 ト レー
ナー

の 名前を確認さ せ た後、 5 分間 の

休み時間を設定 した。

　（トレーニ ン グ期〉
潮　　1 ；　 デ 1

ン

　壁 に人物、遊び の文字カードが無作為 に貼 っ て あ

る状況 （図 1 ： 文字カ ー
ド位置参照 ）で、対象児役

の トレー
ナー 〔T1 ） が、 「○○先生、○○をやろ

う。 」と T2 を誘 い 、　 T ユとT2 が一
緒 に遊ぶ とい う

モ デ リン グ を行 い、対象児に行動連鎖を作っ た。

規準 1 ： 1 回の休 み時間を通 して、潜時が 1 分 30
秒以内で プ ロ ンプ トな しの反応が出る こ と と した。
訓 、2 ：　　カー “

の 　　口
示

　対象児が、所定の位置に 時間割と、壁 の
一

側面上
に 位置、順番 は ラ ン ダ ム で 文字カー

ドを貼っ た。

　（図 1 ： 文字カー
ド、時間割位置参照）休み時間に

は、壁 に 貼られた刺激が 見渡せ る よ うな位置 に 椅子
を置 き、対象児を座 らせ 5 分間の休み 時閤を設けた。
（図 1 ： 椅子 の位置参照）潜時が 1 分 30 秒以内で

自発的反応 が 出た場合は、 トレー
ナ
ー

全員が、拍手

で 強化 し、発語が み られな い場合は、MT が対象児
の 眉 を 叩 い て ，文字カー

ドの貼られた壁をポイ ン テ ィ

ン グす る ブ ロ ン ブ トを行っ た。

規準一2 ： 1 回の休み 時間 を通 して 自発的反応 を行 い 、
平均潜時が 30 秒以内で安定す る こ と とした。
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一 ・　
’
1　 一　ン

・

　MT が、自発的な発語を し遊びが終了した 後、持

っ て い た磁石 をボ
ー

ドに貼る事 を加えた モ デ リン グ

を行い、対象児に行動連鎖を形成し た。　 〔図 1 ：磁

石ボード位置参照）MT が 、対象児に 色の 異なる数

種類の磁石を手渡 し、5 分間 の 休み 時間 を設けた。

通過 規準は、規準 2 と同様であ っ た。

訓 　4 ； 　
’
　

”

こ
a

　 　 こ
窘

　 　 　 三

　遊び の 終了後に記録表に 誰先生と、何 をした か を

杞録す る軍を確認と、強化と レて用い た。　（図 1 ：

記録表位置参照）通過規準は規準 2 と 同様で あ っ た。

訓 、5 ： 　 lml 　 　 エ
ー °

　 　 　
’

　規 準 2 の 条件を満 たすご と に 、人物、遊 び の 順番

で カ
ー

ドを壁 か ら外 した 。 対象児 は、遊び の 終了後、

記録表 に 誰先生 と、何 をしたか を自由に 記録 した。
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図 1 ： 各訓 練期 で の セ ッ テ ィ ン グ状況
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　 　 　 図 2 休 み nllUlに お け る 「自 発 」的 反応 の 平均 潜 時

1 回の 休み時闇にお け る 「自発 亅 的反応 の 潜時の

合計を、　「自発」的反応数で割 っ た結果 を図 に 示

し た。
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〈ブ ロ ーブ テ ス ト期〉

　場面 セ ッ テ ィ ン グは ペ ース ライ ン時と変えず、プ

ロ
ー

ブテス トを行 っ た。こ の場面に お い て は、対象

児と 5 名の 名札をっ け た初対面 の トレーナー
が在室

して い る状況で、対象児 に 名前と顔 を確認 さ せ た後、

5 分間の 休 み 時間を設け た。

　　　　　　　　 【結果 と考察】

　図 2 に 休み時間ご と の 「自発」的反応の 平均潜時、

図 3 に休み時間ご と の 「自発」 的反応 の 回数の 結果

を示 し た。ベ ー
ス ラ イ ン 時は、全く 自発が見 ら れ な

か っ た。訓練 1 、 2 を導入 した が、ブ ロ ン ブ トな し

の 反応 と、発語 まで の 潜時が 30 秒以 内 に 安定 し な

か っ た 。 そ の ため、卜一ク ン で の 強化 を付加 した訓

練 3 を行 っ たとこ ろ 平均 自発潜時が 30 秒以 内 に 安

定 した 。

1
訓練 5 の 弁別刺激 の 文宇 カードの フ ェ

ー
ド

ア ウ トは、ス ムーズ に進み、ブ ロ ーブテ ス トで は、

1 回 の 休 み時間の 自発回数 3 回、平均潜時 は 、 19

秒と な っ
・
た。

　自閉症児 は エ コ ラ リア が 多い た め、音声刺激へ の

依存性が高 く な る 可能性が あ る。今回、音声刺激で

は な く、文字刺激を手が か り刺激と し て用い た こ と

で比較的ス ムーズ に手がか り刺激を フ ェ
ー

ドア ウ ト

する こ と が可能で あ っ た 。 文字刺激は環境 に 同時に

存在さ せ る こ と が 出来る た め、選択肢を広げて い く

こ とや、対象児が 「自発的 」 に 選択する可能性 を高

め る と思 われ る。 文字刺激を設定する手続きを、自

発的行動形成に 用 い る こ と が有効で あ ろ う。
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　 図 3 依 み 時【削に お U る 「自苑」 的反 応 の 回 馼

1 回 の 休み時間に お け る 「自発」的反応 回数の

合計を図に 示 した。
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